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多摩の地域活性化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ヴェルディの地域
貢献活動をサポート 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

フラッグイベント 

多摩市サンクス
マッチ 

月明かりイベント 

プロジェクトの概要（目的・経緯） 



東京ヴェルディ 

多摩市サンクスマッチ 

同じプロジェクトを行っ
たが動員にはあまり繋
がらなかった。 

昨年度 

多摩地区からの動員を増やす 

稲城市 

日野市 

立川市 

多摩市 

多摩市はヴェ
ルディのホーム
タウンの１つ 応援フラッグイベント 

月明かりイベント 



イベント報告 

応援フラッグイベント(９月5日・６日) 

 

 

多摩市サンクスマッチ（９月１３日） 

 

 

夢明かりイベント(１２月５日) 

 



応援フラッグイベント  9月5・6日 IN永山名店街 

 フラッグイベント当日は、永山名店街のお祭りがあり、多摩地
域の人に多摩市サンクスマッチの告知とヴェルディ応援の意
識付けをした。 

 

 お祭りということで、近所の子供たちがたくさん遊びに来てい
て、その子たちにフラッグを作ってもらった。 

 

 ゼミ生が、ヴェルディ君の着ぐるみを着て子供たちとコミュニ
ケーションを図った。 

 

 

＜目的＞ 

地域で応援フラッグを作ることで、多摩市サンクスマッチに行
くきっかけ作りにする。 



 

 

 

多摩市サンクスマッチ                                                                                       

                                                    9月13日ザスパ草津戦 IN味の素スタジアム 

・9月5日・6日と同様                 

 多摩大学応援フラッグイベント作成会 

 

・ベストフラッグ最優秀賞（大黒選手サイン入り
シャツ）とベストフラッグ優秀賞とベストフラッグ
多摩大賞（ゼミ生で作ったミサンガ）の決定。 

 

・アンケート調査 



 

ヴェルディも２－１で逆転勝ち！！ 



 夢明りイベント       12月9日 IN永山商店街 

・箱根駅伝に参加する国士館大学の学生の壮行会 
・ゴスペルグループとピアニストによる演奏 
・地元の小学生が紙袋に描いたヴェルディ君やキティちゃんの絵  
を点灯 



アンケート結果  

 

多摩市サンクスマッチ当日、来場者から計260枚のアンケートをとった。 

多摩市の観客のサンクスマッチの認知経路は、子供（学
校）からが半分以上を占めていた。 

来年の多摩市サンクスマッチを楽しみにしている人が、
ほぼ100％に近い。 

年齢層は30代・40代がほぼ占めている。10代、20代を
もっと引っ張るべき。 

 リピーターを大事にする。（多摩市在住の方はビギナー
の方が多い。） 

多摩市サンクスマッチ当日行ったイベントの中でフラッ
グ作りが、多摩市在住の方からの評価だと第3位。5人
に1人に楽しんでもらえた。（18.5％） 



成果 

永山祭りのフラッグイベントで作っ
たフラッグを持ってきてくれたらサン
クスマッチ当日ミサンガを配る。 

永山祭りのフラッグイベントのとき
に子供とのコミュニケーションを

たくさん取った。 

フラッグイベント 

結果 

フラッグイベントで作っ
たフラッグを持ってきて
くれた子供が１人から９

人に！ 

アンケートＢＯＸの設置場所を改善。
去年個人情報について苦情が来

たのでＢＯＸ自体を改善。 

アンケート 

アンケートの回収率を上げるため
にハーフタイムと試合終了後に回

収を行った。 

アンケートを260人分か
いしゅうすることができた。
回収率は約30％に達し

た。 

結果 



問題点 

課題 

フラッグイベント アンケート 

フラッグイベントで知り合っ
た子供たちとその親御さん
たちにどうやってスタジアム

に来てもらうか。 

サンクスマッチだから試
合に来ているので他の
試合に来ない。 

アンケートＢＯＸが地味で分
かりづらく、声をかけないと
入れる人が少なかった。 

アンケートＢＯＸ自体が小さ
すぎたため、試合終了後に
はＢＯＸがいっぱいになって
いて、うまく入りきらなかった。 

課題 

 

子供だけではなく親御さ
んともコミュニケーション

をとる。 

そしてもっと地域イベント
にヴェルディを取り込み
認知度を上げる。 

アンケートＢＯＸは大き
さ、色、設置場所など、
まだまだ改善の余地
があるので、そこを改

善する。 



自分たちが感じたこと、変わったこと 

 フラッグを作る人たちとコミュニケーションを取り、コミュ
ニケーション能力を高め、多摩市民みんなでヴェルディ
を応援しようという意識を作り上げることができたと感じ
ている。 

 

 フラッグイベントに対して子供たちの反応はとても良く、
1人の子が２・３子作っている場面も見られフラッグイベ
ントやりがいを感じることができた。 

 

 たった1人の観客の心を動かす難しさ・大変さを感じた。 

 


